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2018年（平成30年）12月１日　　米子市総合政策部人権政策課　　TEL（0859）23-5415
—部落差別をはじめあらゆる差別をなくするために—

　第29号（本年８月発行）にひき続き、昨年９月に実施された人権問題市民意識調査の結果を、
抜粋してお知らせします。

平成24年度 平成29年度
1 障がい者 障がい者
2 子ども インターネット
3 病気にかかわる人 高齢者
4 同和問題 病気にかかわる人
5 インターネット 子ども

人権問題市民意識調査の結果　パート２

どのような人権問題に関心をお持ちですか？（複数回答）
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関心の高い人権問題の上位５つ
　この５年間で、関心の
高い順番は変わっている
けど、最も関心の高い問
題は「障がい者の人権問
題」で、５年前と同じ結
果になったね。
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◇インターネットによる人権侵害の問題

人権問題の解決に必要なことはどのようなことだと思いますか？（複数回答）

５年前とくらべると・・・
　５年前に最も多かった「地域で安心して生活
できるための施策を充実させる」を「就労の機会
を確保する」が上回る結果となりました。

◇障がい者の人権問題

５年前とくらべると・・・
　５年前と同様、「違法・有害な情報発信者に対
する監視・取締りを強化する」が最も多いという
結果になりました。
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　米子市では、今回の調査結果を今後の啓発活動等に生かしてい
きます。
　また、「米子市人権施策基本方針・米子市人権施策推進プラン」の
改訂を行い、市民のみなさんが、安心して、自信をもって、自由
に暮らすことができるまちづくりをめざして、より充実した人権
施策を進めていきます。

　なお、この調査は５年に一度行なっていますので、次回の調査
で対象となった方は、ぜひご協力くださいね♪

意識調査の概要
○実施時期：平成29年９月
○調 査 対 象：15歳以上80歳未満の市民3,500人（無作為抽出、郵送による配布・回収）
○調査項目：人権問題に関する市民意識（人権全般、同和問題、外国人、障がい者、
　　　　　　　男女共同参画、子ども、高齢者、病気にかかわる人、その他様々な課題）
○有効回答数：1,195人／有効回答率：34.5％

５年前とくらべると・・・
　全体的に５年前と似た割合になりました。
　一番多かったのは、５年前と同じく「家庭で
介護をしている人に対する支援体制を充実させ
る」でした。

◇高齢者の人権問題
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よなごの人権フォーラム’18
　国際連合は、「世界人権宣言」を1948年（昭和23年）12月10日の総会で採択しました。日
本では毎年12月10日を最終日とする1週間（12月4日から10日まで）を「人権週間」と定めて
います。この人権週間に、米子市では次の内容で「よなごの人権フォーラム」を開催しますので、
ぜひご参加ください。

　　日　時：2018（平成30）年12月8日（土）　13:30 ～ 15:30（13:00開場）
　　場　所：淀江文化センター大ホール（さなめホール）
　　講　演：多文化共生社会の実現へ　～世界が教えてくれた「違い」を認め合う大切さ～
　　講　師：藤本正樹さん（世界を旅し世界を伝える旅人先生）
　　※参加無料・申込不要、手話通訳・要約筆記あり
【お問い合せ先】米子市人権情報センター（電話）0859-37-3183（FAX）0859-37-3184

拉致問題啓発パネル展
　12月10日～ 16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
　市民のみなさんにも拉致問題に対する認識をさらに深めていただき、米子の地から拉致問
題の解決に向けての機運を高めるべく、「拉致問題啓発パネル展」を開催します。
　拉致問題について考える機会として、みなさんぜひお越しください。

　　日　時：2018（平成30）年12月10日（月）～ 17日（月）　8：30～ 17：15　※土・日を除く
　　場　所：米子市役所市民ホール（本庁舎１階）
　　※同日の8：30～ 18：00に米子市人権情報センター（第２庁舎１階）でも開催予定です。

第44回米子市人権・同和教育研究集会
～みんなで差別をなくし幸せな社会を実現しよう～

　講演会や意見発表のほか、市内の幼稚園・保育園・学校・地域・職場などでのさまざまな人権
教育の取組についての発表があります。市内の身近な現状を知り、人権問題と自分との関わ
りを考える機会として、ぜひご参加ください。

　　期　　日：2019（平成31）年1月17日（木）
　　会　　場：米子コンベンションセンター・米子市役所
　　日　　程：

　　意見発表：中学生・企業
　　記念講演：講師　馬

ば ば

場　周
しゅういちろう

一郎さん
	 　　　　　　（ジャーナリスト／公益財団法人人権教育啓発推進センター上級特別研究員）
	 　　　演題「同和問題の今、そしてこれから」～解決への課題と展望を考える～
　　分 科 会：就学前、小・中・高校、PTA、地域、企業・行政・職域、さまざまな人権からなる
	 　　　７つの分科会
　　主　　催：	第44回米子市人権・同和教育研究集会実行委員会
　　　　　　		※参加無料・事前申込不要
　　　　　　		※手話通訳あり（全体会・意見発表・記念講演・第７分科会のみ）
　　　　　　		※託児あり（第４分科会のみ、事前申込必要）

【お問い合せ先】米子市人権政策課　（電話）0859-23-5415

受付 全体会
意見発表 休 記念講演 昼休憩（70分） 分科会

第４分科会（PTA）
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